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 2 第３９期３号議員の１５人を選任　/　〔公告〕第39期役員選任について
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‘

１０ ＴＡＬＫ　　㈱日本政策投資銀行　南九州支店　支店長　大和　弘明　氏
　　　　　　「地域の強みを活かした多様な発展を目指して」 ～今あるものの価値を増す～

 4 会員さんクローズアップ
 　㈱下堂薗　代表取締役社長　下堂薗　豊　氏

 5 フォトニュース
 　かごしま創業塾 / 国内クレジット制度活用セミナー / 第62回全九州珠算選手権大会 / 鹿児島日華親善協会 総会 / 
 　鹿児島県商工会議所女性会連合会創立10周年記念式典 / 大型クルーズ船　マリンポートかごしまに次 と々入港 /

 7 九州新幹線経済効果最大化プロジェクト
 8 口蹄疫等により経営に影響を受けている中小企業者の方への融資制度のご案内
10 第２４回東京ビジネス・サミット２０１０に鹿児島商工会議所が初出展
11 部会活動報告
 　建設部会 / 小売商業部会 / 

12 経営相談ガイド
13 インフォメーション
 　ひったまゲット抽せん会　平成22年度中元大売出し結果概況 / 環境社会検定試験（eco検定）のご案内 / 
 　生活習慣病検診のご案内 / 生命共済制度のご案内 / 会議所スケジュール / 
 　高校生のための就職面接会　参加事業所を募集 / エコ通勤のご案内

18 新入会員紹介
19 高橋　進の経済ナビ
20 がんばってます商店街
 　鹿児島中央駅西口通り会　会長　猿渡　勉　氏 

長崎大学環境科学部准教授　深見　聡

　英語やフランス語で「Satsuma」といえば、「薩摩焼」の意味をもつ単語になっている。
Satsumaが世界にその名を知られるようになったのは、1867(慶応3)年のパリ万博。きっか
けを作ったのは、11代藩主の島津斉彬が興した集成館事業で、集成館に隣接する島津氏
別邸・仙巌園内に御庭焼窯を築き、白薩摩に西洋の技法を応用することで、細やかな絵付
けができるようになった。牡丹をモチーフにした白薩摩の数々は、幕末から明治初期にかけ
てヨーロッパで巻き起こったジャポニズム・ブームをリードする存在となる。
　現在、海外にある日本製の伝統的な焼き物のうち、薩摩焼の流通量がもっとも多いとい
われ、いまでもSatsumaの名は愛好家を中心に世界に知られている。
　1998年10月、薩摩焼400周年を記念して、韓国で採られた火により東市来町共同登り
窯が点火され、翌月には小渕恵三内閣総理大臣と韓国の金鍾泌国務総理による植樹が
おこなわれた。2003年には、指宿でおこなわれた日韓首脳会談の帰途、盧武鉉大統領が
美山の沈寿官窯(鹿児島韓国名誉総領事館)を訪問するなど、民間から国レベルに至るま
で両国友好の証しとして、薩摩焼はいまも御庭焼をはじめ県内各所で作られている。

近代薩摩焼発祥の地碑

● 仙厳園● 仙厳園● 鶴嶺神社● 鶴嶺神社

● 島津家資料館
　尚古集成館
● 島津家資料館
　尚古集成館
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当
商
工
会
議
所
は
９
月
22
日
、
商
工

会
議
所
ビ
ル
14
階
会
議
室
で
第
２
３
３

回
臨
時
議
員
総
会
を
開
い
た
。

　

総
会
に
は
議
員
56
人
が
出
席
。
第
39

期
３
号
議
員
15
人
を
選
任
し
た
ほ
か
、

第
38
期
特
別
顧
問
の
補
充
委
嘱
に
つ
い

て
な
ど
を
異
議
な
く
承
認
し
た
。
今
回

の
総
会
で
の
３
号
議
員
選
任
を
皮
切
り

に
、
第
39
期
の
議
員
改
選
が
行
わ
れ
る
。

　

２
号
議
員
35
人
は
10
月
4
日
か
ら
8

日
ま
で
の
各
部
会
総
会
で
選
任
さ
れ
、

１
号
議
員
50
人
は
10
月
28
日
の
選
挙
で

決
定
す
る
。（
立
候
補
者
が
定
数
の
50
人

を
超
え
な
い
場
合
は
、
投
票
は
行
わ
れ

ず
、
候
補
者
全
員
が
当
選
と
な
る
）

　
　 

公
　
　
告

　

鹿
児
島
商
工
会
議
所
第
39
期

役
員
の
選
任
を
、
左
記
の
通
り

実
施
い
た
し
ま
す
の
で
公
告
い

た
し
ま
す
。

鹿
児
島
商
工
会
議
所

　
　
　
　

記

１．

日
　
　
時
　

　
　

平
成
22
年
11
月
9
日
（
火
）

　
　
　
　
　
　
　
　

11
時
00
分

２．

場
　
　
所
　

　
　

鹿
児
島
商
工
会
議
所

　
　
　
　
　
　

14
階
大
会
議
室

３．

会 

議 

名

　
　
第
２
３
４
回
臨
時
議
員
総
会

以
上

※
会
頭
・
副
会
頭
は
会
員
の
中

か
ら
選
任
さ
れ
ま
す
。
お
問

い
合
わ
せ
は
事
務
局
ま
で
お

願
い
し
ま
す
。

【
事
務
局
】

鹿
児
島
商
工
会
議
所　

総
務
部

Ｔ
Ｅ
Ｌ
：
０
９
９
─
２
２
５
─
９
５
０
０
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▲

開
会
挨
拶
を
す
る
諏
訪
秀
治
会
頭

第39期鹿児島商工会議所３号議員
（敬称略，企業名の 50 音順）

企　業　名 役　　職 氏　　名

岩崎産業㈱ 取締役会長 岩　崎　福　三

㈱鹿児島銀行 相談役 大　野　芳　雄

鹿児島信用金庫 理事長 後　藤　孝　行

鹿児島相互信用金庫 理事長 稲　葉　直　寿

鹿児島テレビ放送㈱ 代表取締役社長 荒　田　静　彦

九州電力㈱鹿児島支店 執行役員支店長 吉　 迫　　　 徹

城山観光㈱ 代表取締役 伊牟田　　　均

南国殖産㈱ 代表取締役社長 永　山　在　紀

日本瓦斯㈱ 取締役相談役 佐　藤　敏　郎

本坊酒造㈱ 代表取締役社長 本　 坊　　　 修

㈱Ｍｉｓｕｍｉ 代表取締役会長 三　角　皓三郎

㈱南日本銀行 代表取締役頭取 森　　　 俊　 英

㈱南日本新聞社 代表取締役社長 逆瀬川　尚　文

㈱南日本放送 代表取締役社長 中　村　耕　治

㈱山形屋 代表取締役社主 岩　元　恭　一

臨
時
議
員
総
会
を
開
催

第
39
期
３
号
議
員
の

15
人
を
選
任
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㈱日本政策投資銀行 「
地
域
の
強
み
を
活
か
し
た
多
様
な
発
展
を
目
指
し
て
」

〜
今
あ
る
も
の
の
価
値
を
増
す
〜

1986年 早稲田大学政治経済学部卒業

1986年 日本開発銀行入行

1997年 ロスアンジェルス駐在員

1999年 日本政策投資銀行　産業・技術部調査役

 同行　調査部課長、中国支店企画調査課長

 経理部次長等を経て

2010年6月　同行　南九州支店長

●プロフィール　大和　弘明 さん

南九州支店長　大和 弘明 さん
    や  ま  と        ひろ    あき

10

Ｑ　
南
九
州
支
店
長
に
着
任
さ
れ
、
現
在
の
鹿
児
島
の

経
済
状
況
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
お
考
え
で
す
か
。

Ａ　
鹿
児
島
は
お
い
し
い
食
べ
物
が
あ
り
、
深
い
緑

な
ど
景
色
も
良
く
、
と
て
も
豊
か
な
土
地
で
あ
る

と
感
じ
ま
す
。

　
　

経
済
状
況
に
つ
い
て
は
、
皆
さ
ん
良
く
な
い
と

お
っ
し
ゃ
い
ま
す
し
、確
か
に
有
効
求
人
倍
率
等
、

芳
し
く
な
い
統
計
上
の
数
字
も
あ
る
の
で
す
が
、

数
字
に
は
見
え
な
い
豊
か
さ
が
あ
る
よ
う
に
感
じ

ま
す
。
も
っ
と
自
信
を
持
っ
て
い
い
の
で
は
な
い

か
と
思
い
ま
す
。

Ｑ　
鹿
児
島
の
今
後
の
展
望
に
つ
い
て
も
お
聞
か
せ

く
だ
さ
い
。 

Ａ　
今
後
、
生
産
人
口
の
減
少
と
と
も
に
、
国
内
需

要
は
確
実
に
縮
ん
で
き
ま
す
。
数
量
面
で
の
伸
び

が
期
待
で
き
な
い
中
、
や
は
り
ブ
ラ
ン
ド
化
に
よ

る
付
加
価
値
の
向
上
が
重
要
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

　
　

地
域
の
ブ
ラ
ン
ド
化
と
い
う
面
で
考
え
る
と
、

鹿
児
島
に
は
成
功
例
が
た
く
さ
ん
あ
る
と
感
じ
て

い
ま
す
。
全
国
的
に
見
て
〝
黒
豚
と
言
え
ば
鹿
児

島
〟
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が
定
着
し
て
い
ま
す
し
、

焼
酎
や
黒
酢
な
ど
〝
○
○
と
言
え
ば
鹿
児
島
〟
と

い
う
ブ
ラ
ン
ド
イ
メ
ー
ジ
が
き
ち
ん
と
完
成
し
て

Ａ　
民
営
化
し
て
２
年
に
な
り
ま
す
が
、
政
府
系
金

融
機
関
の
時
代
を
含
め
、
当
地
域
で
は
た
い
へ
ん

お
世
話
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。
当
行
に
は
、
全
国

各
地
で
の
取
り
組
み
も
含
め
、
地
域
の
強
み
・
潜

在
力
を
引
き
出
す
ノ
ウ
ハ
ウ
が
蓄
積
さ
れ
て
い
る

と
思
い
ま
す
。
そ
れ
を
活
か
し
、
当
地
域
の
発

展
の
お
手
伝
い
を
し
て
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
。

　
　

当
行
は
、「
地
域
元
気
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
を
各
地

域
毎
に
策
定
し
、
地
域
の
活
性
化
の
お
手
伝
い
を

進
め
て
お
り
ま
す
が
、
鹿
児
島
で
は
「
食・医
療・

環
境
」
を
テ
ー
マ
に
掲
げ
て
い
ま
す
。
食
品
加
工

業
、
農
畜
産
業
な
ど
、
食
に
関
連
す
る
分
野
は
鹿

児
島
の
強
み
で
す
ね
。
今
後
、更
に
強
み
を
増
し
、

世
界
に
発
信
し
て
い
く
こ
と
、
さ
ら
に
は
、
そ
の

利
益
が
地
元
に
落
ち
る
仕
組
み
づ
く
り
な
ど
も
応

援
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
　

ま
た
、
鹿
児
島
県
は
人
口
当
た
り
の
医
師
や
病

院
の
数
が
全
国
平
均
よ
り
も
高
く
な
っ
て
い
ま
す
。

医
療
関
係
の
産
業
は
雇
用
吸
収
力
の
強
い
産
業
で

す
か
ら
、
そ
う
い
っ
た
蓄
積
を
活
か
せ
る
分
野
を

更
に
伸
ば
す
お
手
伝
い
も
し
て
い
き
た
い
で
す
ね
。

　
　

な
い
も
の
を
外
か
ら
持
っ
て
く
る
努
力
も
大
切

で
す
が
、
今
あ
る
も
の
の
価
値
を
高
め
て
い
く
取

り
組
み
を
応
援
し
て
い
き
た
い
で
す
。

い
る
と
思
い
ま
す
。

　
　

今
後
も
、
こ
の
よ
う
な
対
象
を
増
や
し
、
数
量

的
な
意
味
で
の
成
長
と
は
ま
た
違
う
豊
か
さ
を
追

求
し
て
い
く
べ
き
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
　

ま
た
、
域
内
で
雇
用
を
維
持
し
な
が
ら
取
り
組

む
こ
と
の
で
き
る
外
需
産
業
は
観
光
で
す
か
ら
、

こ
ち
ら
も
大
事
な
テ
ー
マ
に
な
っ
て
く
る
と
思
い

ま
す
。

Ｑ　
貴
行
の
強
み
、
今
後
の
課
題
を
お
聞
か
せ
く
だ

さ
い
。 
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会員さんクローズアップ

創
業
か
ら
鹿
児
島
茶
を
広
め
る
ま
で
の
道
の
り

　

当
社
は
、
も
と
も
と
お
茶
の
技
術
指
導
員
を
し

て
い
た
先
代
の
社
長
が
、
昭
和
29
年
、
高
麗
町
に

創
業
し
ま
し
た
。

　

創
業
当
時
、
鹿
児
島
茶
の
需
要
は
ま
だ
そ
れ
ほ

ど
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

昭
和
52
年
に
、
東
京
営
業
所
を
設
立
し
て
か
ら

は
、
日
本
中
を
営
業
し
て
回
り
、
ま
た
、「
ゆ
た
か

み
ど
り
」
と
い
う
鹿
児
島
独
特
の
品
種
を
完
成
さ

せ
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
販
路
が
広
が
っ
て
い
き
ま

　

最
初
の
２
～
３
年
間
は
、
と
て
も
苦
労
し
ま
し

た
。
当
時
は
有
機
栽
培
を
し
て
い
る
農
家
は
ほ
と

ん
ど
な
く
、
理
解
を
得
る
こ
と
も
大
変
で
し
た
ね
。

　
そ
の
後
、自
社
農
園
の
ビ
オ
フ
ァ
ー
ム
を
設
立
し
、

現
在
は
自
然
栽
培
の
お
茶
も
販
売
し
て
い
ま
す
。

お
茶
を
も
っ
と
楽
し
ん
で
欲
し
い

　

最
近
は
、
昔
の
よ
う
に
家
庭
で
お
湯
を
沸
か
し

て
お
茶
を
飲
む
と
い
う
習
慣
が
薄
れ
て
き
た
よ
う

に
感
じ
ま
す
。

　

生
姜
紅
茶
の
よ
う
な
ち
ょ
っ
と
変
わ
っ
た
商
品

を
作
っ
た
の
も
、
お
茶
っ
て
い
い
な
と
思
っ
て
欲

し
い
と
い
う
思
い
か
ら
で
す
。

　

そ
こ
で
、
実
際
に
お
客
様
に
お
茶
を
入
れ
て
飲
ん

で
い
た
だ
こ
う
、
お
茶
の
楽
し
さ
を
知
っ
て
も
ら

い
た
い
と
思
い
始
め
た
の
が
テ
ィ
ー
ス
ペ
ー
ス
「
ラ

サ
ラ
」
で
す
。

　

当
社
に
は
お
茶
の
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
も
お
り
、

お
茶
で
ポ
プ
リ
を
作
っ
た
り
、
煎
っ
て
ほ
う
じ
茶
を

作
っ
た
り
と
い
う
イ
ベ
ン
ト
も
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
、
お
茶
の
良
さ
を
お
伝
え
し
、
楽

し
さ
を
伝
え
て
い
け
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。

◎
店
舗
案
内　

【
創　
　
業
】
昭
和
29
年

【
事
業
内
容
】
食
料
・
飲
料
卸
売
業

【
住　
　
所
】
本
社　
鹿
児
島
市
卸
本
町
５

－

18

【
電　
　
話
】
０
９
９

│

２
６
８

│

７
２
８
１

【
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
】

http://w
w

w
.shim

o.co.jp/

し
た
。

　

そ
の
矢
先
に
先
代
が
急
死
し
、
私
が
２
代
目
と

し
て
急
遽
、
後
を
継
ぐ
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

有
機
栽
培
へ
の
取
り
組
み

　

平
成
２
年
にSIA

L

と
い
う
国
際
見
本
市
へ
の
出

展
を
機
に
、
海
外
取
引
に
向
け
て
の
取
り
組
み
を

開
始
し
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
大
き
な
壁
と
な
っ
た
の
が
、
ド
イ
ツ
の

残
留
農
薬
規
制
で
す
。
日
本
で
は
問
題
な
く
出
荷

で
き
る
商
品
が
、
ド
イ
ツ
の
非
常
に
厳
し
い
審
査

に
は
通
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
こ
れ
を
き
っ
か
け
に
化
学
肥
料
や
農
薬
を
使
用
し

な
い
有
機
栽
培
へ
の
取
り
組
み
を
始
め
た
の
で
す
。

　
今
年
３
月
に
開
催
さ
れ
た
「
鹿
児
島
県
新
作
観

光
土
産
品
コ
ン
ク
ー
ル
」
加
工
食
品
部
門
で
優
秀

賞
を
受
賞
し
た
「
生
姜
紅
茶
」。
そ
の
生
産
・
販

売
を
行
っ
て
い
る
㈱
下
堂
園
は
、
そ
の
長
い
歴
史

の
中
で
、「
鹿
児
島
茶
の
魅
力
」、「
お
茶
の
楽
し
さ
」

を
伝
え
よ
う
と
、
常
に
新
し
い
こ
と
に
挑
戦
し
続

け
て
い
る
。

株式会社　下堂薗　代表取締役社長

下
しも

堂
どう

薗
ぞの

　豊
ゆたか

　さん

鹿児島県新作観光土
産品コンクールで優
秀賞を受賞した

「生姜紅茶」

無肥料・無農薬で栽培
した「無肥料自然栽培
茶シリーズ」。
緑茶の他にも、純粋緑
茶、美発酵茶、ほうじ茶、
玄米茶がある。

新しい香りの
「ミント緑茶」



国
内
ク
レ
ジ
ッ
ト
制
度
活
用
セ
ミ
ナ
ー

　

８
月
19
日
、
会
議
所
ビ
ル
14
階
会
議
室
で

国
内
ク
レ
ジ
ッ
ト
制
度
活
用
セ
ミ
ナ
ー
を
開

催
し
た
。

　

国
内
ク
レ
ジ
ッ
ト
制
度
と
は
、
中
小
企
業

等
が
大
企
業
等
か
ら
資
金
や
技
術
・
ノ
ウ
ハ

ウ
当
の
提
供
を
受
け
、
協
働
で
CO2
排
出
削
減

に
取
り
組
み
、
そ
の
削
減
分
を
売
却
で
き
る

仕
組
み
の
こ
と
で
、
資
金
や
人
材
、
情
報
な

ど
が
限
ら
れ
る
中
小
企
業
等
に
と
っ
て
、
省

エ
ネ
設
備
の
導
入
な
ど
を
行
う
機
会
の
一
つ

と
な
る
。

　

セ
ミ
ナ
ー
で
は
、
国
内
ク
レ
ジ
ッ
ト
制
度

を
利
用
し
て
排
出
削
減
を
実
現
し
た
企
業
の

事
例
紹
介
を
ま
じ
え
、
制
度
の
概
要
と
ソ
フ

ト
支
援
事
業
に
つ
い
て
わ
か
り
や
す
く
解

説
。
受
講
者
は
熱
心
に
聴
講
し
て
い
た
。

鹿
児
島
日
華
親
善
協
会　

　
　
平
成
22
年
度
総
会
を
開
催

　

鹿
児
島
日
華
親
善
協
会
は
、
８
月
30
日
、

城
山
観
光
ホ
テ
ル
に
て
平
成
22
年
度
の
総
会

を
開
催
、
平
成
21
年
度
事
業
報
告
と
収
支
決

算
、
平
成
22
年
度
事
業
計
画
と
収
支
予
算
な

ど
が
承
認
さ
れ
た
。

　

総
会
終
了
後
、
台
北
駐
福
岡
經
済
文
化
辧

事
處
の
曽
念
祖
處
長
と
台
湾
貿
易
セ
ン
タ
ー

福
岡
事
務
所
の
林
俊
杰
所
長
が
最
近
の
台
湾

情
勢
や
ア
ジ
ア
に
お
け
る
台
湾
の
貿
易
事
情

に
つ
い
て
講
演
を
行
っ
た
。

　

引
き
続
き
、
来
賓
や
、
県
内
で
活
躍
さ
れ

て
い
る
台
湾
出
身
者
、
留
学
生
な
ど
を
交
え

て
交
流
会
を
開
催
し
、
親
睦
を
深
め
た
。

か
ご
し
ま
創
業
塾
を
開
催

　

鹿
児
島
商
工
会
議
所
で
は
、
8
月
17
日

（
火
）
～
9
月
9
日
（
木
）
に
か
け
て
創
業

予
定
者
等
を
対
象
に
、「
か
ご
し
ま
創
業
塾
」

を
9
日
間
・
全
11
回（
計
31.5
時
間
）開
催
し
た
。

　

本
講
座
で
は
、
受
講
者
53
名
が
税
務･

労

務
や
資
金
計
画
、
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
、
ビ
ジ

ネ
ス
プ
ラ
ン
作
成
な
ど
、
開
業
に
必
要
な
知

識
や
ノ
ウ
ハ
ウ
を
学
ん
だ
。

　

ま
た
、
本
講
座
終
了
後
に
創
業
塾
修
了
者

を
対
象
と
し
て
、
専
門
家
か
ら
具
体
的
な
ア

ド
バ
イ
ス
を
受
け
、
開
業
に
向
け
た
事
業
計

画
書
作
成
の
ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ
を
図
る

「
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
講
座
」
を
2
日
間
実
施

し
た
。

鹿
児
島
市
で
５
年
ぶ
り
の
開
催

～
第
62
回
全
九
州
珠
算
選
手
権
大
会
～

鹿
児
島
県
勢
、
各
部
門
で
健
闘

　

日
珠
連
全
九
州
連
合
会
主
催
の
第
62
回
全

九
州
珠
算
選
手
権
大
会
が
8
月
22
日
（
日
）、

鹿
児
島
県
市
町
村
自
治
館
で
開
催
さ
れ
た
。

九
州
各
県
か
ら
２
４
７
名
が
参
加
し
、
鹿
児

島
県
か
ら
は
61
名
の
選
手
が
参
加
、
日
ご
ろ

の
練
習
の
成
果
を
競
っ
た
。

　

競
技
の
結
果
、
本
県
か
ら
は
団
体
競
技
の

部
（
ス
ク
ー
ル
部
門
）
2
位
に
樟
南
高
等
学

校
、
高
尾
野
小
学
校
が
入
賞
し
た
の
を
は
じ

め
計
4
団
体
が
入
賞
。
個
人
競
技
の
部
で
は

永
井
祐
貴
く
ん
（
出
水
商
業
高
等
学
校
）
ら

5
人
の
選
手
が
入
賞
。
そ
の
ほ
か
、
読
上
暗

算
競
技
で
3
名
、
読
上
算
競
技
で
2
名
が
入

賞
し
た
。
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鹿
児
島
県
商
工
会
議
所
女
性
会
連
合
会

創
立
10
周
年
記
念
式
典
を
開
催

　

鹿
児
島
県
商
工
会
議
所
女
性
会
連
合
会
の

創
立
10
周
年
記
念
式
典
並
び
に
記
念
祝
賀
会

が
９
月
10
日
、
鹿
児
島
サ
ン
ロ
イ
ヤ
ル
ホ
テ

ル
に
お
い
て
、
県
内
11
商
工
会
議
所
女
性
会

か
ら
会
員
２
０
７
名
が
参
加
し
、
盛
大
に
開

催
さ
れ
た
。
ま
た
、
当
連
合
会
役
員
を
10
年

間
務
め
た
霧
島
女
性
部
笹
山
千
枝
子
会
長
、

鹿
屋
女
性
会
萩
枝
顧
問
を
表
彰
し
た
。

　

当
日
は
、
県
下
合
同
研
修
会
も
開
催
し
、

㈱
新
日
本
科
学
の
永
田
良
一
社
長
、
関
西
大

学
の
白
石
真
澄
教
授
に
よ
る
講
話
も
行
わ

れ
、
会
員
は
熱
心
に
聴
講
し
て
い
た
。
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大型クルーズ船　マリンポートかごしまに次々と寄港　～ 10 月までに 38 隻～
　鹿児島港中央港区の「マリンポートかごしま」に、今年度、多くの大型クルーズ船が寄港している。
　これまでに、4 月 6 日の「飛鳥Ⅱ（総ﾄﾝ数 50,142 ㌧）」を皮切りに、初寄港の「シーボーン・プライド（同 9,975 ㌧）」、

「コスタ・ロマンチカ（同 53,049 ㌧）」をはじめ、「アムステルダム ( 同 62,735 ㌧ )」「レジェンド・オブ・ザ・シーズ ( 同
69,130 ㌧ )」「コスタ・クラシカ（同 52,926 ㌧）」「にっぽん丸 ( 同 21,903 ㌧ )」など延べ 38 隻が寄港した。今後も「ハ
ンセアティック（同 8,378 ㌧）」など 8 隻が寄港する予定で、過去最多の 46 隻となる見込みである。
　特に、中国・上海を発着する定期クルーズ船の寄港が増えており、昨年のコスタ・クルーズ社に加え、今年からはロイヤル・
カリビアン・インターナショナル社のクルーズ船が寄港している。この 2 社の
クルーズにより約 2 万人の中国人乗船客が鹿児島を訪れており、中心商店街な
どでは、ショッピングなどを楽しんでいる姿が多く見られるようになった。
　また、当商工会議所や鹿児島県、鹿児島市などで組織する鹿児島海外観光客
受入協議会では、乗船客に対して歓迎セレモニーや入出港アトラクション、焼酎・
さつまあげ等の特産品の試飲・試食など盛大な歓迎イベントを実施し、国際観
光都市 ‘鹿児島’ をＰＲしている。

■ 2010 年度の入港実績・予定（平成 22 年９月 17 日現在 46 隻予定）
船　　名 船社名 総トン数 入　　港　　日

飛鳥Ⅱ 郵船クルーズ 50,142t 4/6　12/5

レジェンド ･ オブ ･ ザ ･ シーズ ロイヤル ･ カリビアン ･ インターナショナル 69,130t 4/7,20,28　6/22,29　7/6,13,20,27
8/3,10,17,24,31　10/3,15

アムステルダム ホーランド ･ アメリカ ･ ライン 62,735t 4/9
シーボーン・プライド シーボーンクルーズ 9,975t 5/12（初）,16　6/21,25　8/8,12　9/25,29

コスタ・クラシカ コスタ ･ クルーズ 52,926t 5/24　7/7,13,19,25,31　8/6,12,18,24 
9/20　10/20

にっぽん丸 商船三井客船 21,903t 8/21　11/12
コスタ・ロマンチカ コスタ ･ クルーズ 53,049t 8/23（初）　9/6　10/5
ハンセアティック ハパグロイド ･ クルーズ 8,378t 10/2（初）
ぱしふぃっくびーなす 日本クルーズ客船 26,594t 10/6

（注）入港予定は、天候や運航スケジュールなどの事情により、変更されることがあります。

マリンポートかごしまに停泊中のコスタ・ロマンチカ



　

鹿
児
島

商
工
会
議

所
で
は
、

２
０
１
１

年
３
月
12

日
の
九
州

新
幹
線
全

線
開
業
に

向
け
て
、

経
済
団
体

の
視
点
か
ら
経
済
効
果
を
最
大
限
享
受

で
き
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
推
進
し
て
い

る
。

　

こ
れ
は
、
本
年
６
月
に
開
催
さ
れ
た

当
商
工
会
議
所
の
議
員
総
会
で
新
規
事

業
と
し
て
追
加
承
認
さ
れ
た
も
の
で
、

商
工
会
議
所
等
か
ら
も
１
０
０
０
万
円

の
特
別
予
算
を
組
ん
で
い
る
ほ
か
、
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
事
業
推
進
の
た
め
に
、

行
政
・
観
光
団
体
・
経
済
団
体
・
業
界

団
体
・
議
員
企
業
・
県
内
有
力
企
業
等

の
協
賛
を
募
り
運
営
資
金
の
調
達
を
行

な
っ
て
い
る
。

　

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、
事
業
を
幅
広

い
分
野
で
効
果
的
に
推
進
す
る
た
め
に
、

官
民
の
関
係
者
で
組
織
す
る
実
行
委
員

会
を
10
月
８
日
に
立
ち
上
げ
る
予
定
に

な
っ
て
い
る
。

　

事
業
内
容
等
に
つ
い
て
は
今
後
委
員

会
で
協
議
し
て
行
く
こ
と
に
な
っ
て
い

る
が
、
こ
れ
ま
で
当
商
工
会
議
所
の
観

光
振
興
委
員
会
の
中
に
、
国
内
対
策
、

国
外
対
策
、
ハ
ー
ド
関
連
、
ソ
フ
ト
対

策
の
４
つ
の
班
を
設
置
し
、
事
業
計
画

案
を
検
討
し
て
来
た
。

　

こ
の
う
ち
、
緊
急
性
・
重
要
性
の
高

い
ハ
ー
ド
関
連
班
の
「
鹿
児
島
中
央
駅

周
辺
整
備
に
係
る
要
望
活
動
」
は
既
に

実
施
し
て
い
る
ほ
か
、
ソ
フ
ト
対
策
班

の
「
桜
鯛
を
活
用
し
た
情
報
発
信
事
業
」

や
国
内
対
策
班
の
「
県
民
総
ぐ
る
み
宣

伝
事
業
（
エ
コ
ー
年
賀
ハ
ガ
キ
作
戦
）」

は
現
在
先
行
し
て
実
施
中
で
あ
る
。

「
県
民
総
ぐ
る
み
宣
伝
事
業

（
新
幹
線
年
賀
ハ
ガ
キ
発
売
）」

　

事
業
の
中
で
も
本
年
度
事
業
の
目
玉

で
あ
る
「
年
賀
ハ
ガ
キ
作
戦
」
の
概
要

が
９
月
に
発
表
さ
れ
た
。　

こ
の
事
業
は
九
州
新
幹
線
の
全
線
開
業

が
県
外
の
み
な
ら
ず
県
内
に
お
い
て
も

認
知
度
が
未
だ
に
低
い
と
さ
れ
て
い
る

こ
と
か
ら
、「
県
民
総
ぐ
る
み
宣
伝
事
業
」

と
し
て
、
県
民
と
同
数
の
１
７
０
万
枚

の
ハ
ガ
キ
等
に
よ
る
広
報
・
宣
伝
活
動

の
一
環
と
し
て
実
施
す
る
も
の
。

　

通
常
の
お
年
玉
付
き
年
賀
ハ
ガ
キ
の

表
面
下
３
分
の
１
に
九
州
新
幹
線
の
デ

ザ
イ
ン
な
ど
を
入
れ
込
ん
だ
１
１
０
万

枚
の
特
製
ハ
ガ
キ
を
製
作
し
、
県
内
各

郵
便
局
の
窓
口
で
１
枚
45
円
で
県
民
に

販
売
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
県
民
参
加

型
の
広
報
活
動
と
し
て
展
開
。　

　

当
商
工
会
議
所
会
員
の
皆
様
に
は
、

ぜ
ひ
お
近
く
の
郵
便
局
で
こ
の
年
賀
状

を
お
買
い
求
め
い
た
だ
き
、
県
外
の
知

人・友
人
へ「
鹿
児
島
に
里
帰
り
し
よ
う
」

「
鹿
児
島
に
来
て
く
だ
さ
い
」
と
の
真
心

を
添
え
て
ご
利
用
下
さ
い
ま
す
よ
う
お

願
い
致
し
ま
す
。

　
こ
の
ほ
か
、
年
明
け
頃
に
は
、
企
業
・

団
体
等
の
参
画
を
得
た
「
特
典
付
き
ハ

ガ
キ
」
の
製
作
な
ど
を
行
な
う
こ
と
で
、

九
州
新
幹
線
で

鹿
児
島
に
足
を

運
ん
で
も
ら
い
、

物
流
・
人
流
・

消
費
等
の
拡
大

を
図
り
、
地
域

全
体
の
活
性
化

に
つ
な
げ
て
行

く
こ
と
に
な
っ

て
い
る
。　
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九
州
新
幹
線
経
済
効
果
最
大
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
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口締疫等により経営に影響を受けている
中小企業者の方への融資制度のご案内

　厳しい経営環境に直面している中小企業者や、口締疫などの影響により売上減少が生じている方々を金融面で支援するため、日本政策金融公
庫国民生活事業などのセーフティネット貸付や、信用保証協会の緊急保証など、利率や保証料等が有利な制度が設けられておりますので、ご紹
介いたします。なお、それぞれ、対象者や認定要件、限度額や融資期間などが異なりますので、各問合せ先へご確認下さい。

貸付名 景気対応緊急保証制度（保証協会） 経済対策特別資金（県） 経営安定化資金（市）

要　件

１～４のいずれかの要件を満たし、市町村の認定を受けた中小企業者
１．最近３ヶ月間の平均売上高等が前年同期比３％以上減少していること
２．最近３ヶ月間（算出困難な場合は直近決算期）の平均売上総利益率又は平均営業利益率が前年同期比３％以上減少していること
３．原油価格の上昇により、製品等原価のうち２０％を占める原油等の仕入価格が２０％以上、上昇しているにもかかわらず、製品等価格に転嫁できていないこと
４．新型インフルエンザの影響を受けた後、３ヶ月間の売上等が前年同期比で３％以上減少していること。

保証限度額 ２億８，０００万円 運転２，０００万円、設備３，０００万円 ３，０００万円

保証期間 １０年以内（据置２年以内） 運転７年以内（据置２年以内）
設備１０年以内（据置３年以内）

運転７年以内（据置２年以内）
設備１０年以内（据置２年以内）

融資利率 金融機関所定の利率

１年以内　　　　　　　　１．９％
１年超３年以内　　　　　２．０％
３年超５年以内　　　　　２．１％
５年超７年以内　　　　　２．３％
７年超１０年以内　　　　２．７％

１年以内　　　　　　　２．１０％
１年超３年以内　　　　２．２０％
３年超７年以内　　　　２．５０％
７年超１０年以内　　　２．６０％

保証料率 年０．８％ 年０．５８％ 年０．８％（市が保証料の 4/5 を補助）
保証人・担保 保証機関の定めるところによる 原則として法人代表者以外は不要

申込先 金融機関。※ 申込にあたっては、各々の要件に該当していることの鹿児島市の認定書が必要

手続きの
流　　れ

問合せ先
各金融機関　
鹿児島県信用保証協会　　　　ＴＥＬ２２３－０２７１（名山町９－１、産業会館４階）
鹿児島市商工総務課金融係 　ＴＥＬ２１６－１３２４（山下町１１－１、市役所みなと大通り別館５階）

中小企業者

③融資申し込み

⑥融資実行

⑦返済

①認定申請 ②認定 ④保証依頼 ⑤保証承諾

金融機関

鹿児島市役所 保証協会



鹿児島商工会議所の共済制度/福祉制度のご案内
　アクサ生命は、鹿児島商工会議所と協力し、会員事業所の各種ニーズ(弔慰金・見舞金制度、退職金制度、リスク対策や事業

承継など)を共済制度/福祉制度でサポートしています。

　また、経営者・従業員の皆様の個人の自助努力による医療保障、生活保障、財産形成などのニーズにお応えする各種プラン

もご用意しております。

　貴事業所でも、ぜひ鹿児島商工会議所の共済制度/福祉制度の活用をご検討ください。 

■ご契約の内容の変更や保険料の経理処理の取扱いには所定の要件があります。

■このご案内は各制度 / 保険商品の特長を記載しています。ご検討の際には、保険商品の引受保険会社であるアクサ生命が交付する「重要事

項説明書（契約概要）」、「重要事項説明書（注意喚起情報・その他重要なお知らせ）」、「ご契約のしおり・約款」を必ずご覧ください。

■保険料の経理処理は平成 22 年 3 月現在の税制に基づいております。今後税制が変更される可能性もありますのでご留意ください。また、個

別の取扱等については、所轄の税務署等にご確認ください。

■ お問合せ先

〒892-0842　鹿児島県鹿児島市東千石町 1-38　TEL 099-223-0011

鹿児島商工会議所
■ 生命保険引取保険会社

〒108-8020　東京都港区白金 1-17-3　TEL 03-6737-7777（代表）

アクサ生命保険株式会社

■ 取扱店

〒894-0842　鹿児島県鹿児島市東千石町 1-38　TEL 099-222-7734

アクサ生命保険株式会社　鹿児島営業所

制度名 /保険種類 制度 /保険種類の特長

生命共済制度 
［福祉団体定期保険 ]

+
［商工会議所自家給付制度］

役員および従業員の福利厚生制度にご活用いただけます。	

・保険期間は1年で自動更新、割安な掛金で、役員・従業員の福利厚生制度にご活用いただけます。

・医師による診査は不要です。（告知のみでお申込みいただけます。）

・法人が役員・従業員のために負担した掛金は、全額損金に算入できます。（法人税基本通達9-3-5）

特定退職金共済制度
[ 新企業年金保険 ]

従業員の退職金準備にご活用いただけます。	

・毎月、定額の掛金を支払うことで、将来支払う退職金を計画的に準備できます。

・退職金制度の確立は従業員の確保と定着化を図り、企業経営の発展に役立ちます。

・法人が従業員のために負担した掛金は、全額損金に算入できます。（法人税法施行令　第135条）

LTTP　FairWind
［低払いもどし金型定期保険］

経営者・役員の退職慰労金 ･ 弔慰金準備にご活用いただけます。	

・在任中は死亡保障として、勇退時は解約時の払いもどし金を利用した退職慰労金としてご活用いただけます。

・年金払移行特約を中途付加することで、ご契約の全部または一部を年金払に移行することができます。

・所定の要件により保険料の１／２が損金算入可能です。（全期払と短期払では保険料の経理処理が異なりま
す。）　（「法人税基本通達9­3­5」、および「平成20年 2月 28日付課法2­3 課審 5­18」）

初期低払いもどし金型
逓増定期保険

役員 ･ 幹部社員の退職慰労金 ･ 弔慰金準備にご活用いただけます。

・企業の発展とともに大きくなる経営者のリスクをカバーします。

・在任中は死亡保障として、勇退時は解約時の払いもどし金を利用した退職慰労金としてご活用いただけます。

・保険料の一部は損金算入が可能です。（「法人税基本通達9­3­5」、および「平成20年 2月 28日付課法2­3 
課審 5­18」）

アクサの「一生保障」の
医療保険 プライム 2

［無解約払いもどし金型終身医療保険（09）］

役員 ･ 従業員の入院保障と福利厚生制度の財源確保にご活用いただけます。	

・病気・ケガによる入院を一生涯保障します。

・日帰り入院から1入院120日まで保障、通算1095日まで一生涯備えることができます。特約を付加する
ことにより所定の生活習慣病による長期入院、所定の先進医療も保障します。"

・経営者の方が病気・ケガにより入院された場合のリスクに備えることができます。

アクサの「収入保障」の
がん保険 

［ガン収入保障保険 (無解約払いもどし金型 )]

がん治療による収入減少および治療費にご活用でただけます。	

・ガンになられた場合の収入減のリスクなどに備えることができます。

・ガンになられた場合の収入の減少や治療費にガン収入保障年金をお役立ていただけます。

・会社を支える経営者の方がガンになられた場合のリスクに備えることができます。


